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日本の諸地域の「中核テーマ」の設定について

　『学習指導要領解説』では、「日本の諸地域については、国内
を幾つかの地域に区分して取り上げることとし、その地域区分
は、指導の観点や学校所在地の事情などを考慮して適切に決め
ること」とあり、学校現場の教員の裁量にゆだねている。この

「幾つかの地域に区分」した日本については、例えば、内容の
Ｃの「（2）日本の地域的特色と地域区分」の地域区分例で示し
た、従前の「日本の諸地域」学習でも多用されていた、九州、
中国・四国、近畿、中部、関東、東北、北海道といった七つ程
度の地域に区分したり、必要に応じてそれらを統合したり、細
分したりして地域を区分することなどが考えられる。内容Ｃの

「（2）日本の地域的特色と地域区分」の学習成果を踏まえ、五
つの「考察の仕方」に基づき、適切に地域的特色や地域の課題
を追究できるよう、地域の規模や等質地域、機能地域といった
地域の捉え方などに留意して地域を区分すること、その際、地
理的分野の目標は国土のすみずみまで細かく学習しなくても達
成でき、地域区分を細分化し過ぎないように戒めている。

地域区分について1
　『学習指導要領』では、従前の「日本の諸地域」の七つの「考
察の仕方」を踏まえて、内容のＣの「（2）日本の地域的特色と
地域区分」の「①自然環境、②人口、③資源・エネルギーと産業、
④交通・通信」の四つの小項目との関連を踏まえ、位置や分布、
場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互依存作用、
地域などに着目して地理的な見方・考え方を働かせる学習を展
開するのに適した観点、グローバル化、都市化、情報化などの
社会の変化に対応して、地域の動向や課題を捉えるのに適した
観点を考慮している。①自然環境を中核とした考察の仕方、②
人口や都市・村落を中核とした考察の仕方、③産業を中核とし
た考察の仕方、④交通や通信を中核とした考察の仕方、⑤その
他の事象を中核とした考察の仕方がこれである。さらに、「学
習する地域ごとに①～⑤の考察の仕方を一つ選択する。①～④
の考察の仕方は、少なくとも一度は取り扱う。また、⑤の考察
の仕方は、様々な事象や事柄の中から、取り上げる地域に応じ
た適切なものを適宜設定する」と規定している。

各地方と「考察の仕方」2

　はじめに、日本海・瀬戸内海・太平洋
と中国山地・四国山地の地形、瀬戸内地
域に集中する人口分布、各地の気候の特
色、構成する県名などをとらえさせる。
そのうえで、広島市など政令指定都市の
発達、過疎地域の広がりとその課題、「平
成の大合併」による影響、地域の高齢化
による「限界集落」などの地域にみる課題、
特色ある地域活性化の取り組み、高速道
路や本州四国連絡橋、地方空港の交通網
整備などを、具体的にとらえさせたい。

中国・四国地方 人口や都市・村落を
中核とした考察

　はじめに、都が置かれた長い歴史、水
上交通の要衝としての地域の発展、各地
の気候の特色、構成する府県名などをと
らえさせる。そのうえで、京都・奈良に
見られる条坊制の街割り、歴史的景観の
変化と保全、世界遺産などの文化財、阪
神工業地帯の発達と特色、「天下の台所」
とよばれた地域経済の変化、琵琶湖の環
境と保全の歴史などを、具体的にとらえ
させたい。

近畿地方 歴史的な視点を
中核とした考察

　はじめに、近代以降の自然環境の変化、
地形や気候の特色、開拓の歴史とアイヌ
民族、北方領土などをとらえさせる。そ
のうえで、冷涼な気候と人々の暮らし、
流氷や海霧、再生可能なエネルギーの利
用、大規模な農業生産、十勝平野の畑作、
根釧台地の酪農、開発と環境問題、北洋
漁業と母川国主義、栽培漁業の拡大、雪
や温泉などを生かした観光業、自然環境
と共生するエコツアーの動きなどを、具
体的にとらえさせたい。

北海道地方 自然環境と関連する
産業を中核とした考察

　はじめに、アジア各地との近接性、歴
史的な交流と影響、位置と気候の特色、
構成する県名などをとらえさせる。その
うえで、台風の襲来や火山噴火や地震、
土砂くずれなどの自然災害、温泉や観光
などの自然環境の利用、各地における開
発と環境の問題、さんご礁保護の動きな
どにみる環境の保全、産業と公害の歴史
や教訓などを、具体的にとらえさせたい。

九州地方 自然環境とその保全
を中核とした考察

　はじめに、東北地方各地に見られる地
方色豊かな年中行事、東北地方の歴史、
東西による気候や地形の違い、構成する
県名などをとらえさせる。そのうえで、
特色ある気候・地形と人々の暮らし、各
地の伝統的工芸品や伝統芸能、独特な食
文化や住居、盛んな稲作や果樹生産、農
業経営の変化、都市化や工業化と風景の
変化などを、具体的にとらえさせたい。

東北地方 生活・文化を
中核とした考察

　はじめに、中部地方を東海・中央高地・
北陸の3地域に区分し、それらの地域の
位置と地形、気候の特色、構成する県名
などをとらえさせる。そのうえで、3地
域ごとに特色ある産業を具体的にとらえ
させたい。東海地方では中京工業地帯や
東海工業地域の発達、園芸農業などの集
約的な農業生産など、中央高地では扇状
地や高原の自然に適応させた農業、多様
な自然環境を生かした観光業の発達な
ど、北陸地方では多雪の気候、各地の伝
統的工芸品や地場産業、水田単作の農業
などを具体的にとらえさせたい。

中部地方 産業を中核とした考察

　はじめに、日本の中心地性、日本最大
の面積をもつ関東平野、構成する都県名
などをとらえさせる。そのうえで、首都
機能、副都心と再開発、昼夜間人口の差、
郊外の市街化、都市機能の移転、京浜工
業地帯と京葉工業地域、北関東工業地域
の広がり、工業地域の拡大、交通網と産
業の発達、国際化の進展、横浜港・成田
国際空港における貿易、定住外国人の増
加などを、具体的にとらえさせたい。

関東地方 交通・通信を中核と
した考察


